











































                                                             
1 明治以降、西洋音楽からの影響によって生まれた和洋折衷的な音階であり、「四七抜き音階」とも表記される。簡単に説
明すれば、伝統的な五音音階感覚を強く持っていた当時の日本人が作った、西洋の七音音階から 2 つの音を抜いた五音音
階である。「ヨナ抜き長音階」は、自然的長音階（ドレミファソラシ）にある 4 つ目のファと 7 つ目のシがない音階（ド





行歌と人々の暮らし・昭和 20～40 年』つくばね舎、高護（2011）『歌謡曲――時代を彩った歌たち』岩波書店、等々 
3 斎藤茂（2000）『歌謡曲だよ！人生は―『平凡』編集長の昭和流行歌覚え書』マガジンハウス、阿久悠（2004）『歌謡曲の
時代 歌もよう人もよう』新潮社、なかにし礼（2011）『歌謡曲から「昭和」を読む』NHK 出版、平尾昌晃（2013）『昭





















1 1960 年までの「艶（演）歌調」と「艶（演）歌」 



















                                                             
4 1959 年 5 月 14 日～1987 年 10 月 6 日。一時期『週刊 Heibon』と誌名変更した時期がある。1945 年～1958 年までの事情は、
国立国会図書館に所蔵されている月刊『平凡』についての調査に基づく。本稿では、便宜的に表紙に印刷されている日付
けを出版日とし、合併号の場合は、より古い日付けを出版日とする。 
5 「私の半自叙傅 岡晴夫」『平凡』1948 年 12 月号 46-49 頁、「岡晴夫人情噺」『平凡』1949 年 3 月号 18-21 頁、等 
6 「松竹映画「地獄の血闘」主題歌《波止場艶歌》」『平凡』1951 年 4 月号 24 頁 





9 「セミ・クラシックと艶歌調の流行」『平凡』1951 年 6 月号 168 頁 




































 この時期に「艶（演）歌」ではなく「艶（演）歌調」という使い方がほとんどだったのに対し、1963 年 9 月
に日本コロムビアレコードから独立した人たちが立ち上げたクラウンレコードの広告では、最初から明示的に
「演歌」が使用されていた。輪島裕介は「北島三郎と水前寺清子を擁し、五木（五木寛之、引用者注）の小説の
                                                             
11 「3 秒タイム」『週刊平凡』1959 年 8 月 19 日 21 頁 
12 「レコード大賞決定の内幕」『週刊平凡』1961 年 12 月 27 日 28-31 頁 
13 さいはての唄（アリューシャン小唄）柳 うた子 - YouTube https://www.youtube.com/watch?v=pO0bJVrzS60 （2020 年
11 月 6 日確認） 
14 「民放から締め出された《ブンチャカ節》」『週刊平凡』1962 年 7 月 5 日 43 頁 
15 「破れ障子の青春」『週刊平凡』1964 年 12 月 17 日 102-105 頁 
16 「新人サロン 女北島三郎 クラウン 千代川八千代」『週刊平凡』1965 年 4 月 29 日 83 頁 
17 「スターのプライバシー拝見 畠山みどり ただいまブロマイド配布中」『週刊平凡』1963 年 2 月 21 日 54-57 頁、「畠山
みどりの“女度胸の一本勝負”」『週刊平凡』1963 年 5 月 9 日 42-45 頁、等 
18 「新人コーナー 和服姿の現代っ子 クラウン 水前寺清子」『週刊平凡』1964 年 11 月 26 日 46 頁、「女性歌手ブームが
来るか」『週刊平凡』1964 年 12 月 3 日 117-121 頁、「期待される新人歌手」『週刊平凡』1965 年 3 月 25 日 113-118 頁、等 
19 「新人サロン おとこ都はるみ 美杉敏」『週刊平凡』1965 年 9 月 23 日 89 頁 









































                                                             
21 「広告 演歌に新風を送る 水前寺清子デビュー曲」『週刊平凡』1964 年 12 月 24 日 57 頁 
22 水前寺清子のデビュー曲《涙を抱いた渡り鳥》は、元々は畠山みどりのために作られた作品であり、《袴を履いた渡り鳥》
が原題だった。 
23 「広告 演歌に新風を送る クラウン」『週刊平凡』1965 年 3 月 25 日 99 頁 
24 「ロック演歌で売り出せ！ 美樹克彦」『週刊平凡』1965 年 9 月 23 日 8 頁 
25 「芸能界 スポーツ界 ことしの話題を完全スクープする！」『週刊平凡』1963 年 1 月 10 日 41-48 頁 
26 「ことし話題になったスターたちの言い分」『週刊平凡』1963 年 12 月 26 日 109-115 頁 
27 「そろって童謡吹き込み―コロムビアのトップ歌手 5 人―」『週刊平凡』1961 年 5 月 24 日 37 頁 
28 「新人サロン “哀愁”と“泣き”を勉強した 青葉純子」『週刊平凡』1965 年 9 月 16 日 89 頁 






















































2 1966 年～1975 年の「艶（演）歌調」と「艶（演）歌」 


































                                                             
32 「新人コーナー “砲丸投げで優勝”のパンチ娘 秋美子」『週刊平凡』1966 年 1 月 27 日 89 頁 
33 「北海道から来た…歌手志願の少女」『週刊平凡』1966 年 3 月 3 日 110-114 頁 
34 「“あれはテープがうたっているのよ”」『週刊平凡』1966 年 10 月 27 日 98-100 頁 
35 「レコード大賞はこうして決まった！」『週刊平凡』1966 年 12 月 15 日 28-31 頁 
36 「橋幸夫が 7 年目の大勝負！」『週刊平凡』1967 年 4 月 27 日 36-39 頁 
37 「新車にゴキゲン」『週刊平凡』1966 年 2 月 3 日 88-89 頁 
38 「重荷を背負った冠二郎」『週刊平凡』1968 年 8 月 22 日 86 頁 
39 「広告 三船和子が唄う異色演歌！」『週刊平凡』1966 年 3 月 17 日 19 頁 
40 「広告 ふるさと演歌の決定盤」『週刊平凡』1968 年 9 月 19 日 54 頁 













 この時期の演歌史におけるキーパーソンは、紛れもなく 1966 年にデビューした森進一である。 
 五木寛之の小説「艶歌」（1966 年 10 月）が発表される前、当時「若い女性をしびれさせてい」た森進一の
























                                                             
42 「ニューディスク」『週刊平凡』1971 年 05 月 20 日 55 頁 
43 「広告 日本ビクターが贈る 演歌の祭典」『週刊平凡』1970 年 7 月 2 日 184 頁 
44 「レコードが売れてます」『週刊平凡』1966 年 9 月 1 日 119-123 頁 
45 《おんな道》（浜真二＝浜圭介、1968）、《忘れないわ》（伊藤愛子、1969）、《泣く女》（青山ミチ 1969）、《いのちの女》（伊
吹二郎、1969）、《女のまごころ》（胡浜三郎＝森進伍、1970）、等々 
46 「青山ミチが泣き節でカムバック 森進一ブームのおかげで“女”になれた？」『週刊平凡』1969 年 2 月 13 日 57 頁 
47 「レコード店は語る 福岡市『文化堂』」『週刊平凡』1970 年 06 月 25 日 54 頁 
48 「“負けるが勝ち”だった」『週刊平凡』1967 年 10 月 21 日 92 頁 
49 《女の川》（沖一郎、1969）、《博多ブルース》（平浩二、1970）、《あなたの女》（池城志 1970）、《女のいのち》（胡浜三郎
1970）、等々 
50 「おしゃべりジャーナル バーブ佐竹 “女ごころ”をうたう男」『週刊平凡』1965 年 07 月 08 日 66-69 頁 
51 「歌のふるさとへ 美川憲一」『週刊平凡』1968 年 7 月 11 日 148-149 頁 










































                                                             
53 歴代演歌売り上げ枚数ランキング | 年代流行 http://nendai-ryuukou.com/article/016.html （2020 年 11 月 6 日確認） 
54 「『ぴんからトリオ』が突如、レコード売り上げ第一位に！」『週刊平凡』1972 年 11 月 16 日 51-53 頁 
55 「殿様キングスが、露天風呂で新曲発表」『週刊平凡』1973 年 10 月 25 日 179 頁 
56 「『ぴんからトリオ』が突如、レコード売り上げ第一位に！」『週刊平凡』1972 年 11 月 16 日 51-53 頁 
57 「男の操にかけて解散しません！！」『週刊平凡』1974 年 0711 日 24-25 頁 
58 「『殿様キングス』の知られざる一面」『週刊平凡』1973 年 3 月 22 日 148-150 頁 
59 「レコード店は語る 群馬県高崎市 サカキ」『週刊平凡』1974 年 4 月 4 日 141 頁、「レコード店は語る 茨城県日立市 




































                                                             
61 「ニュー・ボイス 死ぬまで演歌をうたいたい 藤圭子」『週刊平凡』1969 年 10 月 09 日 71 頁 
62 「司会も始める 藤圭子」『週刊平凡』1970 年 9 月 17 日 128 頁 
63 「ニューディスク LP『歌いつがれて 25 年“藤圭子演歌を歌う”』」『週刊平凡』1970 年 11 月 12 日 51 頁 
64 「司会も始める 藤圭子」『週刊平凡』1970 年 9 月 17 日 128 頁 
65 「『圭子の演歌の星』」『週刊平凡』1970 年 12 月 17 日 129 頁 
66 「布施明・森進一の景気のいい夏休み」『週刊平凡』1967 年 7 月 27 日 8-9 頁 
67 「広告 演歌全集 藤圭子」『週刊平凡』1973 年 12 月 20 日 188 頁 
68 「告知板 藤圭子」『週刊平凡』1970 年 02 月 12 日 68 頁 
69 それ以前に「艶（演）歌」と結び付けられた歌手が《星の流れに》を歌う例は、管見では『週刊平凡』において見当たら
ない。その後、《星の流れに》は青江三奈と森進一の LP にも収録された。 
70 「広告 『森進一 32 曲』」『週刊平凡』1971 年 12 月 23 日 180 頁 
71 「ことしの歌謡界はこうなる！」『週刊平凡』1974 年 01 月 10 日 166-170 頁 
72 「歌謡界の第三勢力 若い歌声」『週刊平凡』1966 年 6 月 9 日 117〜123 頁、「『紅白歌合戦』を 3 倍に楽しむための参考
書」『週刊平凡』1966 年 12 月 8 日 32-36 頁 
73 「司会者玉置宏のキャッチフレーズ名言集」『週刊平凡』1967 年 01 月 12 日 56-58 頁、「NHK『紅白歌合戦』の新しい顔 
落ちた顔 見どころ聞きどころ」『週刊平凡』1967 年 12 月 07 日 26-29 頁 











































                                                             
75 「今週の TV 番組ガイド 音楽」『週刊平凡』1972 年 7 月 6 日 148 頁 
76 「広告 春日八郎演歌百選」『週刊平凡』1974 年 1 月 10 日 30 頁 
77 「広告 なべおさみが放つギンギン宴歌！」『週刊平凡』1970 年 5 月 21 日 64 頁 
78 「ちょんがーブルース 森進一のせつないひとりぐらし」『週刊平凡』1968 年 6 月 27 日 21-23 頁 
79 「でっかい収穫 森進一・千昌夫・黒木憲」『週刊平凡』1968 年 10 月 10 日 14-15 頁 
80 「浜っ子姉妹の遠州浜松の流し」『週刊平凡』1969 年 3 月 6 日 138-142 頁 
81 「広告 ソニー演歌の騎士 にしきのあきら」『週刊平凡』1971 年 2 月 4 日 178-179 頁、「広告 ソニー演歌の騎士 に































2-7 1966 年～1975 年まとめ 







といった 4 つの路線にまとめることができ、そしてこれらは同時に進行していた。 
 レコード歌謡としての演歌の歴史において、この時期に一番影響力があったのは 2 番の使い方であり、中で
                                                             
82 「ニューボイス 宮村哲也《恋するとき、愛するとき》」『週刊平凡』1971 年 9 月 23 日 138 頁 
83 「WEEKLY NEWS FLASH」『週刊平凡』1973 年 3 月 8 日 209 頁 
84 「歌は世につれ、世は歌につれ クラウン歌手 由美かおる」『週刊平凡』1968 年 7 月 4 日 24 頁、「レコード店は語る 佐
賀市『高柳楽器店』」『週刊平凡』1970 年 12 月 03 日 51 頁 
85 「下積み十年 ロス・インディオス」『週刊平凡』1968 年 12 月 19 日 117-119 頁 
86 「広告 新しい魅力がいっぱいの東京ロマンチカが放つムード演歌の決定盤！」『週刊平凡』1969 年 2 月 27 日 18 頁 
87 「広告 アポロン ミュージックテープ 12 月情報」『週刊平凡』1970 年 12 日 17 日 176-177 頁 
88 「広告 新春に放つ！エレキ演歌 NO 1」『週刊平凡』1966 年 2 月 3 日 17 頁 「エレキ演歌 No.1」はジャッケトにも印刷
されている。 



























3 1976 年以降の「演歌」 
















                                                             
90 「広告 ’79 ヒット歌謡年鑑」『週刊平凡』1978 年 12 月 07 日 83 頁 
91 「広告 春日八郎ギター演歌をうたう」『週刊平凡』1978 年 5 月 4 日 26 頁 
92 「大鵬親方が名付け親の鵬たけし」『週刊平凡』1976 年 6 月 24 日 122-123 頁 
93 「潮風に誘われて…」『週刊平凡』1985 年 53 日 64-65 頁 








































                                                             
95 『週刊平凡』1977 年 7 月 14 日「“44 歳の新人歌手”川崎敬三がド演歌に挑戦！」143-145 頁 
96 「パンチで聴かすじょっぱり演歌。おイモで育った 石上久美子」『週刊平凡』1987 年 2 月 20 日 57 頁 
97 「2 枚組 LP になった演歌の元祖」『週刊平凡』1976 年 6 月 10 日 152-153 頁 
98 「演歌に挑戦の若手歌手」『週刊平凡』1976 年 12 月 2 日 119 頁 
99 「27 歳の女・村田有美が"子宮"をうたう」『週刊平凡』1985 年 2 月 22 日 124 頁 
100 はたけんじは三波春夫のものまねを得意とするものまねタレントであり、この 2 曲の歌唱も非常に三波春夫に類似して
いる。 
101 CD コレクション『ちあきなおみの世界～うたくらべ～』（全 10 巻）の『第 6 巻 自我』に収録されている。 
102 一般社団法人全国カラオケ事業者協会が制作した「カラオケ歴史年表」（カラオケ歴史年表 http://karaoke.or.jp/03nenpyo/ 
2020 年 11 月 6 日確認）によれば、1977 年には社交場へのカラオケ普及が急速に広がり、そして 1980 年には社交場にカ
ラオケ採点機ブームが起こった。本論文では、便宜的にカラオケブームの境目を 1978 年前後とする。 










































                                                             
104 「森進一が緊急発言「あと 3 年は絶対結婚しない！！」」『週刊平凡』1977 年 12 月 15 日 36-38 頁 
105 「なぜ、いま酒の歌が流行するのか！？“演歌考現学”」『週刊平凡』1979 年 10 月 04 日 51-55 頁 
106 「広告 ヒット名演歌があなたの十八番に！」『週刊平凡』1981 年 1 月 15 日 132-133 頁 
107 「マイライブラリー 川中美幸」『週刊平凡』1981 年 5 月 7 日 153 頁 
108 「演歌 vs ニューミュージック誌上対決」『週刊平凡』1979 年 10 月 18 日 158-162 頁 
109 「演歌ホットトピックス」『週刊平凡』1985 年 7 月 19 日 102-103 頁、「演歌ホットアングル」『週刊平凡』1985 年 10 月
11 日 102-103 頁 
110 「“ハッピー演歌”か“哀愁演歌”か 五木ひろし vs 八代亜紀」『週刊平凡』1980 年 10 月 30 日 44-51 頁 










































                                                             
112 「ヒット曲はいつどこで作られる？」『週刊平凡』1981 年 4 月 2 日 136-141 頁 
113 「“演歌”にこだわらないでほしい…」『週刊平凡』1977 年 11 月 17 日 132 頁 
114 「“演歌”を超え、思いきった実験をしてみては…」『週刊平凡』1979 年 5 月 31 日 146 頁 
115 五木ひろし（2013）『昭和歌謡黄金時代』KK ベストセラーズ、 
116 「おしゃべりジャーナル 五木ひろし 小節をきかせた僕の歌に外人はどんな反応を見せるかな」『週刊平凡』1976 年 8
月 5 日 72-76 頁 
117 「新春 SPECIAL 対談 五木ひろし vs 小林幸子」『週刊平凡』1980 年 1 月 17 日 113-120 頁 






































 多くの韓国人歌手が日本で活動していた 1985 年当時、一部韓国産のポピュラーソングが日本のカラオケで歌
                                                             
119 「森進一が緊急発言「あと 3 年は絶対結婚しない！！」」『週刊平凡』1977 年 12 月 15 日 36-38 頁 
120 例えば、「演歌・歌謡曲」専門雑誌のひとつ『月刊ソングブック』では、森進一の《恋せよ乙女》（2019）は「ポップス
調歌謡曲」として位置づけられている（2019 年 7 月号 41 頁）。同じく、内山田洋とクール・ファイブのメインボーカル
だった前川清の《ステキで悲しい》（2019）や、五木ひろしの《麗しきボサノヴァ》（2019）も、極めて歌謡曲度の高い曲
として考えられている（2019 年 7 月号 41 頁、2019 年 8 月号 36 頁）。なお、3 曲とも五音音階でできている作品ではない。 
121 「60 年代のロックを、演歌に変えた前川」『週刊平凡』1984 年 10 月 12 日 136 頁 
122 「広告 韓国からの演歌大使 李成愛」『週刊平凡』1977 年 7 月 7 日 28 頁 
123 「来日をひかえた李成愛に嬉しい知らせ…」『週刊平凡』1977 年 5 月 5 日 128 頁 
124 渥美二郎バージョンが一番有名である。 








































                                                             
126 「韓国演歌ブームがやってきた！」『週刊平凡』1985 年 4 月 12 日 36-39 頁、「桂銀淑が里帰りのソウルで語った日本歌謡
界事情」『週刊平凡』1985 年 12 月 27 日 104-105 頁、等 
127 「歌手生命をかけ演歌で。韓国 No.1 歌手・羅勲児」『週刊平凡』1986 年 12 月 5 日 56 頁、「吉幾三タマゲタ！？《雪國》
に“疑惑”騒動！」『週刊平凡』1987 年 3 月 27 日 28-30 頁、「韓国歌謡界最新事情」『週刊平凡』1987 年 5 月 1 日 107-109
頁 
128 「韓国歌謡界最新事情」『週刊平凡』1987 年 5 月 1 日 107-109 頁 
129 「韓国演歌ブームがやってきた！」『週刊平凡』1985 年 4 月 12 日 36-39 頁 
130 「羅勲児が初めて語った「韓国演歌と日本演歌はここが違う」！」『週刊平凡』1987 年 3 月 6 日 112-114 頁 
131 「韓国歌謡界最新事情」『週刊平凡』1987 年 5 月 1 日 107-109 頁 
132 韓国語歌詞の日本語訳はブログ記事「【今月の歌】 趙容弼(チョー・ヨンピル) ① - 虚空(ホゴン) / 想いで迷子 / ほか | 
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